
第２学年 道徳学習指導案
日 時 平成１６年１１月 ９日(火) 授業 Ⅱ
学 級 ２年１組 男 名女 名 計 名11 13 24
授業者 安 倍 豊 子

がんばるっていいなⅠ 総合単元名

Ⅱ 総合単元のねらい
自分の願いや目標を実現させるために、粘り強く努力していこうとする心を育てる。

Ⅲ 総合単元的な道徳学習の構想について
子どもたちは、学校生活の中で学習面・生活面の目標を立て取り組んできている。また、自分な

りに、がんばることを決めて、日々努力している子もいる。しかし、自分で決めためあてを忘れて
しまっていたり、がんばっていてもつらいことや難しいことに出会うとすぐにあきらめてしまって
いる子も見られる。そこで、２学期のゴールを迎えるにあたり、もう一度自分の立てためあてを振
り返らせ、自分の願いや目標を達成するためには、すぐにあきらめてしまわずに粘り強く努力する
ことが大切であることに気付かせるとともに達成したときの喜びを体験させることにより、努力す
ることのよさに気付かせたいと考え、総合単元として「がんばるっていいな」を設定した。
本単元では、「出会う」の段階のオリエンテーション「めあてをふりかえろう」で自分が２学期

のはじめに立てた目標について振り返らせ、本総合単元への方向付けをしたい。そして、あと１ヶ
月半に迫った２学期のゴールに向けてどんなことをがんばったらよいか、自分のがんばらなければ
ならないことは何かを明確にしたい。また、自分のがんばりの様子を振り返らせながら、「出会
う」の道徳の時間につなげ、自分がやらなければならないことにしっかりと自分の力で取り組んで
いこうという気持ちをもたせたい。そこから、２学期のまとめに向け、自分たちの周りにはたくさ
んやらなければならないことがあることに気付かせ、それらに取り組ませていく活動を組み、互い
のがんばりを認め合いながら、がんばることのよさを感じ取らせ、「深める」の授業へと結び付け
ていきたい。「深める」の授業では、努力し続けることが願いの実現や目標達成につながることに
気付かせ、がんばることのよさをさらに深め、自分もそうなりたいという意欲をもたせたい。それ
をもとに、「生かす」では、「チャレンジ発表会」を計画し、お互いのがんばりを認め喜び合い、
さらに将来の自分への手紙を書くことによって、夢や目標に向かってこれからも努力していこうと
する気持ちを高めていきたい。

子どもたちの「勤勉努力」にかかわっての実態について知るために、意識調査を行った。結果は、
以下の通りである。

（調査人数 ２年生 ４８名）「勤勉努力」に関する意識調査
１．あなたは自分なりにめあてをもっていますか。

ある ４７人 ない １人
２．「もっている」と答えた人は、それはどんなめあてですか。

・鉄棒で逆上がりができるようになりたい。
・勉強をがんばりたい。
・縄跳びで１００回跳びたい。

３．そのめあてに対して、どのようにがんばっていますか。
・いつも練習している。
・一生懸命がんばる。
・ときどき練習。

４．自分でやらなければならないことにはどんなことがありますか。
・勉強・虫の世話・道具そろえ・係の仕事・宿題・学校へ行く・手伝い

５．自分で粘り強くやり遂げたということが何かありますか。
ある ３８人 ない ９人

６．「ある」と答えた人は、それはどんなことですか。その時の気持ちも書いてください。
・夏休みの宿題。
・ピアノで難しい曲をがんばった。
・鉄棒の逆上がり

７．とちゅうであきらめてしまったということは何かありますか。
ある １７人 ない ３０人

８．「ある」と答えた人は、どうしてとちゅうでやめてしまったのでしょう。
・テレビとかゲームにはまってしまった。
・バレエの先生がこわかったから。
・ころんでしまったから。
・あとでやろうと思ったから。
・やりたくなかったから。

意識調査から、一人一人がめあてをしっかりもち生活していることがわかる。しかし、その取り
組みの様子については、様々で毎日のように努力している子もいれば、どきどきという子もいる。
粘り強くやり遂げた経験をもつ子が多かったが、その多くは一過性のもので長い時間をかけてやり
遂げたものは少なかった。途中であきらめた経験では、やりたくない、めんどくさい、疲れるなど
自分への甘えが感じられた。



Ⅳ 総合単元の構想

時期 意識の流れ 教 科 特別活動 日常生活 家庭・地域段階

月 ・めあてを忘れてしま10
オリエンテーション「２学期のまとめに向けて」４週 っていた。

・達成できそうもない ・自分のめあてを振り返り、２学期のまとめに向けてがんばって出
な。 いこうという気持ちをもたせる。

・今からでもがんばっ
てみよう。

学級活動会 ・がんばってきたから
「自分にチャレンジ」 チャレンジ日記最後までしっかりや

ろう。 ・２学期のゴールを目指 ・自分の取り組みの
・自分が決めためあて して、がんばりたいこ 様子について、毎
は、しっかりとやっ とを明確にさせ、取り 日振り返らせる。う
ていこう。 組ませる。

・自分の力で、やり抜
月 くことは大切なこと10

道徳の時間５週 だ。
・自分が決めためあて 主題名 じぶんの力で １－（１）節度・節制、自立
を達成できるように 資料名「ねこの目」（出典：学研）
がんばろう。 ねらい 自分にできることは他人の力を借りず、自分の力でや

りぬこうとする心を育てる。

・自分のことは自分の
算数 おすすめ読書力でがんばらなくて

は。 」 読書コーナーを設け、主人公のが深 ・「かけ算九九
・たいへんだなあ。 んばる姿が描かれている本などを体育
・なかなかうまくいか 紹介し、意識を高める。「縄跳び運動」
ない。 ・進級合格カード

・いやだなあ。 を使い、意欲をめ
帰りの会・みんなもがんばって もたせ、取り組
「スペシャルきらり、発見」いる。負けられない ませる。

ぞ。 ・自分や友達のがんばりを見
・進級できたぞ。この 付け、みんなで認め合い、る
調子でがんばろう。 がんばることのよさに気付

・目標に向かって、ね かせる。（家庭からも知ら
ばり強く努力するこ せていただく。）
とが大切なんだ。

月11
道徳の時間（本時）２週
主題名 粘り強くがんばる １－（２） 勤勉努力
資料名 ぼくは「のび太」でした （出典：東書）
ねらい 願いや目標に向かい、一生懸命努力しようとする意欲

を高める。

月 ・がんばって取り組ん11
国語（文集作り）生 ４週 でよかった。

・やれば自分もできる 」「未来の自分へ
学級活動か んだ。 ・未来の自分を思
「チャレンジ発表会・・これからもがんばろ い描き、こんな
収穫パーティーす う。 ふうになれたら

をしよう」・未来の自分へ、今が いいな、そのた
んばっている自分を めに今自分がど ・２学期を振り返り、
教えてあげよう。 んなことをがん 自分たちががんばっ

ばっているか手 てきたことを喜び合
紙を書かせ、今 い、さらにがんばっ
後の意欲付けを ていこうという気持
させる。 ちをもたせる。

目標に向かって努力し続ける子ども



Ⅴ 本時の指導
粘り強くがんばる １－（２）勤勉努力１ 主題名

ぼくは「のび太」でした （出典：「みんなたのしく」東書）２ 資料名

３ ねらい
願いや目標に向かい、一生懸命努力しようとする意欲を高める。

４ 主題設定の理由
(１) ねらいとする価値について

指導内容低学年の１－（２）は、「自分がやらなければならない勉強や仕事は、しっかりと
行う。」である。これは、勤勉に、くじけず努力し、自分を向上させる児童を育てようとする
内容項目である。
この時期の児童は、めあてをもつこともできるし、やる気をもって取り組もうとする意欲も

旺盛である。しかし、困難や障害に行き当たると、簡単にあきらめてしまう面もある。これは、
日常生活の中で、我慢を強いられるような体験が少なく、さらに、物事を行うにあたっては、
常に周りの援助の中で過保護に育っているためだと思われる。しかし、人が生きる上で目標を
設定し、その実現に向けて進もうとするとき、多くは苦しみや困難が待ち受けているものであ
る。それらにくじけず、強い意志で乗り越えたとき、初めて目標達成の喜びや成就感が味わえ
るものであるし、何事も自らの努力なしで達成できるものではない。
本時は、「深める」段階の「道徳の時間」として、「出会う」段階の「道徳の時間」でつか

んだ「自分の力でやりぬこう。」という気持ちを土台に、総合単元で組んだ活動とかかわらせ
ながら、これからを生きていく子どもたちに、自らの強い意志で進むことや自分の努力が自分
の力になっていくことを学び取らせたいと考え、本主題を設定した。

(２） 児童の実態について
子どもたちを見ていると、目標は立てるもののそれに向かって進んで努力し続けている子は

少ない。現に、子どもたちに２学期の自分のめあては何かと聞くと、「忘れた」と言って掲示
してある自分のめあてカードを見に行く子が多い。「がんばろう」という思いをもってはいる
が、「し続ける」ということは苦手である。また、いやなことやつらいことがあるとすぐにあ
きらめたり、続けていても飽きてしまったりしている傾向が多く見られる。子どもたちは、や
った方がいいとか、できるようになりたいという気持ちをもっているものの、つらい思いはし
たくない、あるいは、どうしてもやらなければならない状況を作ってもらえればやるという他
力本願的なところもあるように感じる。
どんなことも続けることは大変つらいことで、誰もがくじけたくなる気持ちをもつものであ

る。しかし、がんばり通したあとの満足感や喜びは何よりも素晴らしいことを子どもたちに気
付かせ、最後まであきらめずに、一生懸命努力しようとする気持ちを育てていきたい。

(３) 資料について
本資料は、漫画「ドラえもん」などの作者として知られる藤子・Ｆ・不二雄先生の伝記であ

る。子どもの頃から漫画が好きで、こつこつと描き続けてきた藤子・Ｆ・不二雄先生。子ども
時代には、手塚先生の漫画を１ヶ月かけて描き写したり、あこがれの手塚先生に会いに行った
りする。漫画を描くことの大変さを知るが、それでも粘り強くがんばり、自分の夢を実現する。
先生は、子どもの頃の自分を「ぼくは『のび太』でした」と振り返り、子どもの頃は、のび

太のように不器用で漫画を描くことも遅かった「ぼく」でも、努力し続けてきたことで読む人
を喜ばせたいという夢が叶ったと感じているという内容である。
「ドラえもん」は、子どもたちに人気の漫画である。それを描いた作者の子どもの頃からの様
子や思いを考える中で、願いや目標を成し遂げるためには、誰もが大変であり、強い意志と努
力の積み重ねがあって初めて実現されていくことに気付くことができる適切な資料であると考
える。

５ 「心に響く道徳の時間」における指導法の工夫（仮説・・・手立て２とのかかわり）
ねらいに迫るために、次のような手立てを考えた。
＜表現活動を取り入れた展開の工夫＞
・一生懸命漫画を描いている様子やできあがったときの「ふう、できたぞ。」という言葉を
実際に言わせるなどの動作化をし、藤子先生のがんばった様子ややり遂げたうれしい気持
ちに共感させたい。

＜板書の工夫＞
・「ドラえもん」の絵と主人公である藤子・Ｆ・不二雄先生。藤子先生の願いを中央に配し
て、藤子先生の夢と強い願いを中心に心情を視覚的にも強調させ、ねらいとする価値に迫
りたい。

＜書く活動を取り入れた展開の工夫＞
・展開後段で、今までの生活や総合単元での活動を振り返らせ、努力することのよさを感じ
取らせたい。



６ 資料分析

場 面 登場人物の心の動き 子どもの意識 発問の意図／発問

（藤子・Ｆ・不二雄）
①藤子・Ｆ・不二雄 ・漫画を描き続けてき
先生の紹介と漫画を ・漫画を読む人を喜 ・読む人に喜んでもら た藤子先生の思いや
描き続けてきた訳。 ばせたい。 いたいと思っていた 願いに気付かせる。

・読む人を楽しませ んだ。
たい。 ・読む人のことを考え ○藤子・Ｆ・不二雄

・一生懸命描き続け て描き続けてきたと 先生は、どんなこと
るぞ。 はすごい。 を考えながら漫画を

か い て き た の で し
う。

・１ヶ月もかけて描き
②漫画を描くことが ・漫画を描くことが ・１ヶ月もかけてやり 続けてこれたのはな
好きだった子どもの 大好き。 遂げたなんてすごい ぜかを考えさせ、や
頃、手塚治虫先生に ・手塚先生にあこが な。 り遂げた気持ちに共
あこがれ、手塚先生 れている。 ・漫画が上手になった 感させる。
の漫画を１ヶ月かけ ・手塚先生のような だろうな。
て描き写す。 漫画家になりたい ・がんばったな。 ○手塚先生の漫画を

・うまくなりたい。 ・手塚先生のようにな １ヶ月もかけて描き
・読む人を楽しませ りたいなという気持 写したとき、どんな
る漫画を描けるよ ちが強いのかな。 気持ちだったでしょ
うになりたい。 う。

③手塚治虫先生に会 ・あこがれの人に会え ・手塚先生から漫画を
いに行く。手塚先生 ・あこがれの手塚先 て、うれしいだろう 描くことのたいへん
から、漫画を描くこ 生に会える、うれ な。 さを教わった主人公
とのたいへんさを教 しい。 ・ ページが、 の驚きと新たにわき1000 300
わり、驚く。 ・ ページ描いて ページに減らされる 上がってきた意欲を1000

も ページしか のには、驚いた。 とらえさせる。300
使わないとは、び ・漫画を描くってたい
っくりした。 へんなんだな。 ○手塚先生から 1000

・漫画を描くことは ・夢に向かってがんば ページ描いても、本
たいへんなことな るかどうか迷うだろ にするときには、300
んだ。 うな。 ページしか使わない

・手塚先生は、すご ・藤子さんはそれでも ことを聞いたとき、
い。ぼくも見習い 描き続けたんだな。 ど う 思 っ た で し ょ
たい。 う。

・藤子先生が、漫画を
④漫画を描き続けた ・子どもの頃のぼく ・がんばり続けること 描き続けてきた自分
ことを振り返り、よ は「のび太」でし は大切なことだ。 の努力やがんばりに
かったと思ってい た。 ・夢を実現させること 満足し、続けること
る。 ・並外れて不器用。 ができてうれしいだ の大切さに教えてい

・漫画を描くのがお ろうな。 ることに気付かせた
そい。 ・のび太もやればでき い。

・よくこれだけ描き るんだ。
続けられた。 ◎「ぼくは、『のび

・これはたいへんな 太』でした。」とい
こと。 う言葉に、どんな思

いがこめられている
のでしょう。



７ 展 開

段階 学習の流れ 予想される児童の反応 支援の手だてと評価の観点

導 １ 「ドラえもん」について知っ ポケットからいろいろなも ・「ドラえもん」の絵を提示し、・
ていることを発表し合う。 のを出し、のび太を助けて 興味をもたせ、それを描いた藤

入 いる。 子・Ｆ・不二雄先生の紹介をし
５分 のび太、しずか、ジャイア 資料への関心を高めさせる。・

ン、スネ夫が登場する。

２ 資料「ぼくは「のび太」でし ・題名についてふれ、「のび太」
た」を読み、話し合う。 の人物像を思い描いて本資料に

入りたい。
藤子・Ｆ・不二雄先生は、どんなことを考えながら漫画を描 ・資料から、読む人のことを第一

いてきたのでしょう。 に考え、一生懸命描き続けてき
た藤子先生の願いと強い意志を

・漫画を読む人を喜ばせた つかませる。
い。

展 ・楽しませたい。
・一生懸命描き続けた。

・１ヶ月かけて描いている様子や
手塚先生の漫画を１ヶ月もかけて描き写したとき、どんな気 できたときの言葉を動作化し、

持ちだったでしょう。 たいへんさとやり遂げたうれし
開 い気持ちに共感させる。

・手塚先生みたいな漫画家に ・漫画を描くことが好きだからこ
なりたい。 そ打ち込めたことであることに

・たいへんだったな。 気付かせる。
・やりとおすことができて、
うれしい。

前 ・うまくかけるようになった
かな。

・ ページも没になることを想700
１０００ページかいても、本にするときには、３００ページ 像させ、藤子先生の驚きに共感

しか使わないことを聞いたとき、どう思ったのでしょう。 させたい。その後の藤子さんの
気持ちをペア同士の話し合いか

段 ・たいへんな仕事だ。 ら全体へと広げ、いろいろな思
・ぼくにはできないかも。 いを引き出させたい。
・たいへんそうだけど漫画家 ・この後さらに意欲を燃やし、漫
になりたい。 画を描き続けたことを知らせ、

・自分の夢を叶えたい。 藤子先生の強い意志に気付かせ
・やればできる。 たい。

・膨大な量の漫画を描き続けてき
ぼくは「のび太」でした。 という言葉に、どんな思いが た藤子先生の自己を振り返る言「 」

２５ こめられているでしょうか。 葉に込められた気持ちを考えさ
分 せ、がんばり続けることのよさ

・のび太のようにだめ人間だ に迫りたい。
ったけどよくがんばってき
たな。 （評）漫画を描くのが遅かったが

・読む人たちのために、描き くじけることなく描き続けてき
続けてこれてよかった。 た藤子先生の気持ちや行動をと

・のび太もやればできる。 らえることができたか。

展 ３ 本時の価値に照らして、これ ・今までの自分の考えや行動を振
開 までの自分の生活を振り返る。 り返らせながら、今後の実践へ
後 と結び付けたい。
段 あきらめずにがんばってよかったと思ったことはありません
１０ か。また、これからもあきらめずにがんばろうと思うことはあり （評）本時の価値を今までの自分
分 ませんか。 と照らし合わせて、自分を見つ

めることができたか。

終 ４ 目標をもち、がんばっている ・身近な人の中にも目標に向かっ
末 人の話を聞く。 てがんばっている人がいること
５分 を知り、今後の実践への意欲付

けを図る。

８．評 価
願いや目標に向かって、努力していこうとする気持ちが高まったか。



９．板 書

１０ 道徳ノート

道
と
く
ノ
ー
ト

名
前

「
ぼ
く
は
「
の
び
太
」
で
し
た
」

★

あ
き
ら
め
ず
に
、
が
ん
ば
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば
ろ
う
と
思
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

★
学
し
ゅ
う
の
ふ
り
か
え
り

・
お
友
だ
ち
の
考
え
を
よ
く
聞
け
ま
し
た
か
。
。

う
な
ず
き
な
が
ら
聞
け
た
。

ま
あ
ま
あ

も
う
す
こ
し

ぼ
く
は
「
の
び
太
」
で
し
た

場
面
絵
②

一
ヶ
月
か
け
て
か
き
う
つ
す

場
面
絵
①

三
百
ペ
ー
ジ
し
か
つ
か
わ
な
い

・
び
っ
く
り

・
た
い
へ
ん
な
し
ご
と

・
ぼ
く
に
で
き
る
か
な

。

て
づ
か
先
生
み
た
い
に
な
り
た
い
。

・
ま
ん
が
か
に
な
り
た
い
。

・・
た
い
へ
ん
だ
っ
た
な
。

・
が
ん
ば
ろ
う
。

・
や
っ
と
で
き
た
う
れ
し
い
。

・
や
り
と
お
す
こ
と
が
で
き
た
ぞ
。

・
う
ま
く
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
。

生先お

ね
が
い

じふ

・
ま
ん
が
か
に

・

な
り
た
い
。

ド
ラ
え
も
ん
の
絵

Ｆ

・
読
む
人
を

・

よ
ろ
こ
ば
せ
た
い
。

子

楽
し
ま
せ
た
い
。

じふ

ぼ
く
は
、
「
の
び
太
」
で
し
た
。

・
よ
く
が
ん
ば
っ
て
き
た
。

・
か
き
つ
づ
け
て
き
て
よ
か
っ
た
。

・
の
び
太
も
や
れ
ば
で
き
る
。

・
あ
き
ら
め
な
い

・
つ
づ
け
る

・
ね
ば
り
つ
よ
く


